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（財）十勝圏振興機構（とかち財団）は十勝
地域の産業を総合的に支援する機関で、私
の所属する事業部研究開発課は、食産業
に関わる検査分析や試験研究、商品開発
等を行う部署です。民間企業や大学、官公
庁等と共同で仕事を進めることが多く、様々
な業種の方と幅広い分野で従事できること
が、この仕事の面白さだと思います。また、
仕事で知り合えた方々や、その方々に教え
て頂いた事など、携わった仕事で得た様々
な人的関係や知見を、次の仕事に繋げて発
展させていけるところにも醍醐味を感じてお
ります。

自身が生物や生化学に興味があったことから、
帯広畜産大学生物資源化学科に進学し、
生化学や食品化学、微生物学など現在の
仕事にも関わる科目を履修しました。研究室
ではマメ科植物の根に共生する根粒菌につ
いての研究を専門に行い、その独特な生態
系に魅力を感じて修士課程でも研究を続
け、その間、帯広畜産大学が岩手大学大学
院連合農学研究科の構成大学となったこと
から博士課程への進学を決めました。修了
間際、もっと広い分野で食に関わる仕事に
携わりたいと考えていた時に、運良く当財団
より声が掛かり、現在の職に就きました。

理系、文系のどちらに進学しても、社会に出
た時には様々な分野の知見が必要になると
思います。基礎知識や専門知識を得ること
は非常に大事なことだと思いますが、それ以
外の分野にも見聞を広める事で、得られた
知識を生かせるのではないかと思います。分
野にこだわりすぎず、自分の進んだ道で得た
ものを出来るだけ有効に生かし、その先に繋
げていくと良いと思います。

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と生活のバランス 進路選択に対してのメッセージ

「食」は日常生活にも大きく関わっていること
なので、仕事とのメリハリがつきにくいところ
があります。仕事で試作試験を行うことも多
く、帰ってからの食事の支度が億劫になること
も時々あります。そのような時のために、休日
には何種類か日持ちする料理を作ったり、簡
単に食べられるよう半調理して冷凍したりし
て、自分なりの工夫をしています。また、プラ
イベートでは家庭菜園で採れた野菜を調理し
たり、お酒を飲みながら相性の良いつまみを
考えたりと、仕事とは別の部分でバランスよく
「食」を楽しみ、気持ちを切り替えています。
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佐々木香子 （財団法人　十勝圏振興機構　事業部　研究開発課　主任（研究職））
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「ライセンスアソシエイト」とは、大学で生み
出された技術を産業界に移転する「橋渡し
役」のような存在です。具体的には、大学か
ら特許出願された発明を企業にライセンス
し、事業化で得られた利益の一部を大学に
還元します。有用技術の発掘力、それを伝
える発信力、コミュニケーション力、交渉力
等が問われる難しい仕事ですが、マッチング
に成功した時の喜びはひとしおです。研究
室から市場までの長く険しい道のりの、第一
歩に携わることにやりがいを感じています。

高校生物の授業が実験ばかりで楽しかった
事と、植物が好き、という理由から農学系学
部へ進学、研究職に就きたいと思い大学院
へ。学位を取得しポスドクとして研究生活を
続ける中で、このまま不安定なポスドク生活
を続けていてよいのかという焦り、何か新し
い事をやってみたいという浮気心、これまで
の経験を無駄にしたくないという未練等々を
感じていました。そんな時、TLO（技術移転
機関）の求人でライセンスアソシエイトとい
う仕事を知り、「なんだか面白そう」と思って
応募しました。

「理系」というと「専門職」といったイメージ
が強いかもしれませんが、世の中には貴方
の知らない会社や仕事がたくさんあります。
私が理系を選んだ時、「ライセンスアソシエ
イト」という仕事は日本には存在していませ
んでした。選択肢を絞るのではなく、広げる
つもりで理系を選んでみてはいかがでしょ
う？いつ、何を勉強したっていいけれど、選
択肢は多い方がいい。サイエンスは広く、深
く、面白いものです。いろいろな係わり方が
あると思いますよ。
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私は香川県、夫は徳島県で仕事をしている
ので、平日は４歳の息子、１８歳の猫と暮ら
しています。近くに頼れる実家もありませんで
したが、夫との連携、母の協力、職場の理
解（小さな会社は融通がきく！）と、保育園（地
方は希望の保育園に入れやすい！）のお陰
で、なんとかやっています。正直しんどい時も
ありますが、若かりし頃の「仕事、どうする？」
「結婚、どうする？」「子供、どうする？」という
問いから解放されて、さっぱりしました。仕事
も家庭も自分を成長させてくれます。みんな
ありがとう。

「ライセンスアソシエイト」という仕事を知っていますか？
塩崎紀子 （株式会社テクノネットワーク四国（四国TLO）　シニアアソシエイト）
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